
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

TEL0778-21-0501 

昭和天皇即位記念行事として昭和４年１

月に完成。構造は鉄筋コンクリート造り二

階建、一部四階展望台、一部地下、昭和初

期の洋風建築物として貴重である。町民か

らの寄付や町費により建立され、昭和９年

から昭和３０年まで武生町（市）役場とし

て使用され平成６年「公会堂記念館」とし

て改装された。TEL0778-21-3900 

特別展や館蔵品展 

等の開催もあります

蔵の辻は、様々な蔵が立ち並ぶお洒落な一角である。ここ

は江戸時代以降、関西地方から北陸方面へ運ばれる各種物資

の中継基地として栄え、商人たちの土蔵が立ち並んでいた。

その面影を現代に甦らそうと、白壁の蔵を中心に昔ながらの

家屋も集まり新名所となった。    ↓※注：冬季は中止

JR 武生駅から中心
市街地の観光名所を
まわるコースです。 

まちなか来街者専用 

駐車場（3時間無料） 

旧武生郵便局は、大正３年１０月に新築。 

昭和４年までの約１５年間、郵便と電信・ 

電話業務を取り扱った。屋根は寄棟造り、 

窓は縦長で上下に開閉し、周囲の壁面は近 

年数少なくなった「なんきん下見板張り」。 

屋根の降り棟の鬼瓦に郵便局を示す〒マークがついている。 

祭神・素盞鳴命（祇園社の神・牛頭天王）、

八坂神社の社名額は福井市出身加藤寛治

海軍大将が揮毫した。応永６年頃の創建。

牛頭天王に因みこの辺りを天王町と呼ん

だ。天正１３年領主木村常陸介が、天王社

を壊し跡地へ厩を建てるが、娘が発狂した

ので、川原町（住吉町）替地して社殿を新築した。 

子どもの幸せと平和願い約９０００点の絵を

描いた絵本画家『いわさきちひろ』が大正７年

１２月１５日雪の降る朝、この家で生まれた。

この記念館は、当時の町屋の面影を残しながら、

「ちひろ」の作品を紹介。 

その絵を通して人間の 

温かさと幸せ、そして平和 

の尊さを描く心が静かに伝 

わってくる。 


